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一 

日
本
近
代
養
兎
業
史 

  
西
浅
羽
村
の
長
溝
に
は
、
昭
和
初
期
の
公
文
書
綴
り
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
養
兎
関
係
史
料
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
す
。
袋
井
市
域
で
は
他

に
養
兎
関
係
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
市
内
で
は
珍
し
く
、
長
溝
に
特
徴
的

な
史
料
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

本
書
に
は
、
残
さ
れ
て
い
る
史
料
の
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
部
分
の
養
兎

関
係
史
料
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
公
文
書
の
常
で
、
内
容
は
断
片
的
で
す
が
、
昭

和
と
い
う
時
代
、
長
溝
と
い
う
地
域
の
昭
和
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 

養
兎―

―

産
業
と
し
て
飼
育
さ
れ
る
兎
は
ア
ナ
ウ
サ
ギ
（O

ry
cto

la
g
u

s 

cu
n

icu
lu

s

）
の
家
畜
種
で
す
。
日
本
に
野
生
分
布
し
て
い
る
の
は
ノ
ウ
サ
ギ
（L

e
p

u
s 

sp
p

）
で
、
ニ
ホ
ン
ノ
ウ
サ
ギ
（L

e
p

u
s b

ra
ch

y
u

ru
s

）
と
北
海
道
の
ユ
キ
ウ
サ
ギ

（L
e
p

u
s tim

id
u

s

）
で
す
。
ア
ナ
ウ
サ
ギ
と
ノ
ウ
サ
ギ
は
染
色
体
数
が
異
な
る
（
ア

ナ
ウ
サ
ギ
：2

n
=

4
4

、
ノ
ウ
サ
ギ
：2

n
=

4
8

）
完
全
な
別
種
で
す
（1

）
。 

 

日
本
で
は
、
明
治
の
初
頭
に
兎
が
流
行
し
ま
し
た
。
明
治
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
や
フ

ラ
ン
ス
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
た
様
々
な
兎
は
、
愛
玩
用
の
動
物

と
し
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
東
京
湯
島
天
神
の
社

内
で
種
兎
の
陳
列
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
（2

）
。 

 

し
か
し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
東
京
府
が
兎
の
集
会
と
売
買
を
取
り
締
ま

っ
た
こ
と
で
、
こ
の
流
行
は
終
焉
を
迎
え
、
兎
相
場
は
下
落
、
多
く
の
兎
は
野
山
に

捨
て
ら
れ
た
り
、
鍋
料
理
と
し
て
屋
台
で
売
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
（3

）
。 

 

そ
の
後
、
兎
は
毛
皮
や
獣
毛
利
用
の
方
面
か
ら
飼
育
に
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
か
ら
毛
織
物
用
の
養
兎
の
試
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
東
京
府
は
兎
税
を
廃
止
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九

〇
）
に
は
日
本
政
府
の
法
律
顧
問
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
勧
告
に
よ
り
、
兎
売
買
に
関
す

る
禁
止
事
項
は
完
全
に
解
か
れ
ま
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
欧
米
で
は
養
兎
が
農

家
の
副
業
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
勧
告
を
し
た
よ
う
で

す
（4

）
。 

 

こ
の
解
禁
で
養
兎
業
は
皮
革
工
芸
や
毛
織
物
用
の
産
業
と
し
て
広
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
明
治
初
頭
の
投
機
的
な
流
行
に
よ
り
、
怪
し
い
商
売
と
見
る
向
き
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
に
も

兎
の
毛
織
物
が
出
品
さ
れ
、
兎
製
品
は
年
々
種
類
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
（5

）
。 

 

日
清
・
日
露
戦
争
に
よ
り
、
寒
冷
地
の
防
寒
具
と
し
て
、
軍
隊
で
兎
毛
皮
の
需
要

が
伸
び
、
兎
飼
養
者
も
著
し
く
増
加
し
ま
し
た
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
欧
米
で
も
毛
皮
の
需
要
が
増
大
。
兎
の
毛
皮
は

海
外
に
輸
出
さ
れ
、
優
良
貿
易
品
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（6

）
。 

 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
満
州
事
変
以
降
、
兎
は
軍
需
産
業
と
し
て
展
開
し
て

い
き
ま
す
（7

）
。 

 

こ
の
時
期
、
農
林
省
は
農
家
に
副
業
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
戦
後
恐
慌
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
、

昭
和
初
期
に
東
北
地
方
を
襲
っ
た
冷
害
に
よ
る
凶
作
、
世
界
恐
慌
な
ど
に
よ
る
打
撃

か
ら
、
副
業
へ
の
関
心
が
強
く
な
り
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
農
林
省
に
経
済
厚

生
部
が
設
置
さ
れ
、
部
内
に
副
業
課
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
副
業
で
、
藁
加
工
な

ど
と
と
も
に
、
兎
毛
皮
が
勧
め
ら
れ
ま
し
た
（8

）
。
日
本
国
内
、
多
く
の
地
域
で
、
副

業
的
に
養
兎
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
（9

）
。
な
お
、
袋
井
市
域
の
藁
製
品
に
つ
い

て
は
、
本
書
「
藁
の
戦
争
」
の
項
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
証
言
と
し
て
、
山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」（『
地

理
』
二
（
二
）、
一
九
三
九
）
に
は
、
愛
玩
用
だ
っ
た
兎
は
、「
欧
州
大
戦
を
一
転
機
と

し
て
産
業
的
に
新
生
面
を
開
」（1

0

）

き
、
満
州
事
変
に
よ
り
、
物
資
経
済
が
緊
張
感
を

帯
び
た
中
で
、
被
服
資
源
に
一
大
不
安
が
生
じ
、
兎
毛
皮
は
ス
・
フ
（
本
書
「「
衣
」

に
入
り
込
む
戦
争
」
の
項
を
御
参
照
く
だ
さ
い
）
と
共
に
羊
毛
代
用
品
と
し
て
、
戦

時
体
制
下
繊
維
工
業
の
中
で
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
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す
（1

1

）
。 

 
陸
軍
で
は
、
兎
毛
皮
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
以
降
使
用
し
て
い
て
満
州
事
変

で
需
要
が
急
増
。
陸
軍
の
防
寒
服
に
は
、
緬
羊
毛
皮
・
山
羊
毛
・
兎
毛
皮
が
利
用
さ
れ

て
い
て
、
兎
は
帽
子
・
袴
・
裾
な
ど
、
軽
快
な
活
動
を
要
す
る
部
分
に
多
く
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
航
空
服
の
袖
口
・
帽
子
の
一
部
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
（1

2

）
。 

 

ち
な
み
に
、
山
口
に
よ
る
と
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
と
き
に
は
、
兎
は
、
毛
皮
は
防

寒
用
に
、
肉
は
缶
詰
に
利
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
（1

3

）
。
陸
海
軍
で
は
、
生
肉
、
ま

た
は
缶
詰
と
し
て
戦
地
の
糧
食
と
し
て
お
り
、
海
軍
で
は
冷
凍
兎
肉
。
兎
肉
缶
詰
を

直
接
農
村
か
ら
購
入
し
て
い
た
と
言
い
ま
す
（1

4

）
。
兎
肉
と
は
っ
き
り
分
か
る
史
料
は

袋
井
に
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

宇
仁
義
和
に
よ
る
と
、
昭
和
の
軍
部
で
は
、
肉
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
（1

5

）
。
兎
肉
に
関
す
る
史
料
が
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
し
ょ
う

か
？ 

 

二 

長
溝
の
養
兎 

  

で
は
、
長
溝
の
史
料
を
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
戦
時
中
の
養
兎
、
兎
の
供
出
に

つ
い
て
は
、
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
、
と
い
う

か
、
段
階
を
踏
ん
で
い
た
か
、
と
い
う
細
か
な
研
究
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
長
溝

の
史
料
か
ら
推
測
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
ず
読
ん
で
み
る

の
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
二
十
九
日
付
け
「
農
第
号
外 

兎
供
出
ニ

関
ス
ル
件
」
で
す
。 

 

農
第
号
外 

昭
和
十
二
年
十
一
月
廿
九
日 

 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

長
溝 

部
農
会
長
殿 

兎
供
出
ニ
関
ス
ル
件 

今
回
軍
部
ニ
供
出
ス
ベ
キ
兎
毛
皮
ノ
供
出
割
当
有
レ

之
候
。
就
テ
ハ
御
多
忙
中
甚

ダ
恐
入
候
ヘ
共
、
左
記
数
量
供
出
相
成
様
、
御
配
慮
相
願
度
、
此
段
及
二

御
依
頼

一

候
也
。 

追
テ
、
供
出
数
増
加
ハ
差
支
ナ
シ
、（
決
定
シ
タ
ル
数
量
十
二
月
五
日
迄
ニ
報

告
願
度
） 

備
考
、 

価
格
、 

 

百
匁 

二
十
□
位
、（
生
兎
ノ
マ
ヽ
供
出
） 

出
荷
日
ハ
追
テ
通
知
ス
。 

記 

一
、
供
出
数 

 
 
 
 
 

六
頭
（1

6

） 

 

  

軍
部
に
供
出
す
る
兎
毛
皮
、
と
い
う
こ
と
で
、
い
か
に
も
、
な
史
料
で
す
。「
生
兎

ノ
マ
ヽ
供
出
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
生
兎
」
は
、
屠
殺
せ
ず
に
生
き
た
ま
ま
の
状
態
で

す
。
地
方
の
養
兎
者
は
生
兎
で
販
売
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
（1

7

）
。 

兎
の
出
荷
方
法
が
い
く
ら
か
窺
え
る
の
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月

七
日
付
け
「
供
出
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件
」
で
す
。 

 

昭
和
十
二
年
十
二
月
七
日 

 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

供
出
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件 

過
日
御
願
ヒ
致
シ
候
郡
部
供
出
兎
、
左
記
ニ
ヨ
リ
集
荷
可
レ

致
候
間
、
御
迷
惑
ニ

ハ
候
ヘ
共
、
供
出
者
ヘ
可
レ

然
御
通
知
被
レ

下
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

尚 
供
出
兎
ハ
、
袋
又
は
籠
ニ
入
レ
、
名
札
ヲ
付
シ
御
持
参
願
度
候
。 

記 

一
、
集
荷
日
時 

 

十
二
月
十
五
日
午
前
八
時 

二
、
集
［ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

］ 

（
一
九
三
七
） 

（
一
九
三
七
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
農
会
之
印
」） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
農
会
之
印
」） 
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（
後
欠
）（1

8

） 

  
こ
の
史
料
は
破
損
が
大
き
く
、
後
ろ
が
欠
け
て
い
ま
す
が
、
読
め
る
と
こ
ろ
の
尚

尚
書
を
読
む
と
、
「
供
出
兎
ハ
、
袋
又
は
籠
ニ
入
レ
、
名
札
ヲ
付
シ
御
持
参
願
度
候
」

と
あ
っ
て
、
供
出
兎
は
、
袋
ま
た
は
籠
に
入
れ
て
、
名
札
を
付
け
て
持
っ
て
い
く
の

だ
そ
う
で
す
。
こ
の
運
び
方
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
荷
物
の
運
び
方
（1

9

）

と
近
し
く
、

予
期
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
歴
史
の
連
続
す
る
面
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
感
慨
深

く
も
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
兎
供
出
は
、
定
期
的
な
も
の
に
加
え
、
臨
時
の
供
出
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
二
十
五
日
付
け
「
軍
兎
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」

に
は
、
か
な
り
唐
突
な
兎
供
出
依
頼
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
十
三
年
十
一
月
廿
五
日 

 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部
農
会
長
殿 

軍
兎
供
出
ニ
関
ス
ル
件 

本
日
其
ノ
筋
ヨ
リ
電
話
有
リ
、
急
ニ
供
出
致
ス
コ
ト
ヽ
相
成
候
条
、
左
記
ニ
依

リ
軍
兎
取
纏
メ
度
候
間
、
貴
部
内
養
兎
家
ニ
御
話
シ
ノ
上
、
多
数
供
出
相
願
度
、

此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

追
而
供
出
数
量
二
十
八
日
朝
迄
ニ
御
申
出
相
成
度
。
尚
供
出
兎
ハ
六
百
匁
以

上
ノ
モ
ノ
ニ
付
、
念
ノ
為
申
添
候
。 

記 

十
一
月
二
十
九
日
午
前
八
時 

農
会
（2

0

） 

  

電
話
が
あ
り
、
急
遽
兎
を
供
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。
兎
は
六

〇
〇
匁
（
約
二
二
五
〇
グ
ラ
ム
）
以
上
、
と
わ
ざ
わ
ざ
念
押
し
し
て
い
ま
す
。 

 

な
ぜ
急
に
兎
（
毛
皮
）
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
盧
溝
橋
で
日
中
両

軍
が
衝
突
。
日
中
戦
争
が
勃
発
し
ま
す
。
そ
の
後
、
戦
い
は
続
き
、
一
九
三
七
年
十
二

月
十
三
日
に
は
、
中
国
国
民
政
府
の
首
都
で
あ
る
南
京
が
陥
落
、
今
見
た
「
軍
兎
供

出
ニ
関
ス
ル
件
」
に
近
い
時
期
だ
と
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
二
十
七
日
に

は
、
日
本
軍
は
武
漢
三
鎮
を
占
領
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三

八
）
十
一
月
三
日
に
は
近
衛
文
麿
首
相
は
、
戦
争
目
的
に
つ
い
て
、「
東
亜
永
遠
の
安

定
を
確
保
す
べ
き
新
秩
序
の
建
設
に
在
り
」
と
す
る
声
明
を
発
表
。「
軍
兎
供
出
ニ
関

ス
ル
件
」
を
挟
む
十
二
月
二
十
二
日
に
は
、「
東
亜
新
秩
序
」
建
設
の
意
義
、
満
州
国

の
承
認
、
共
同
防
共
、
経
済
提
携
な
ど
の
日
本
側
の
要
求
を
具
体
的
に
挙
げ
た
声
明

を
発
表
し
ま
す
（2

1

）
。
十
二
月
の
声
明
は
「
近
衛
声
明
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
何
か
し
ら
の
軍
事
作
戦
を
想
定
し
て
、
急
遽
大
量
の
兎

を
要
求
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

と
は
い
え
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
二
十
一
日
付
け
「
農
第
一
一
号 

軍

用
兎
供
出
ノ
件
」
な
ど
を
見
る
と
、
通
知
か
ら
集
荷
ま
で
の
日
数
は
、
先
ほ
ど
の
「
急

ニ
供
出
」
の
「
軍
兎
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」
よ
り
も
短
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

農
第
一
一
号 

昭
和
十
四
年
二
月
二
十
一
日 

 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

軍
用
兎
供
出
ノ
件 

軍
用
兎
供
出
方
其
ノ
筋
ヨ
リ
申
越
有
レ

之
候
由
、
左
記
ニ
ヨ
リ
集
荷
可
レ

致
候
ニ

付
、
貴
部
内
ヨ
リ
多
数
供
出
相
成
様
御
配
意
相
煩
度
、
此
段
御
願
申
上
候
。 

記 

一
、
日
時 

二
月
二
十
四
日 

午
前
九
時 

一
、
集
荷
場
所 

 
 
 
 
 

役
場
（2

2

） 

 

先
に
見
た
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
七
日
付
け
「
供
出
兎
集
荷
ニ
関
ス

ル
件
」
に
「
過
日
御
願
ヒ
致
シ
候
郡
部
供
出
兎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
へ
の
兎
供

（
一
九
三
八
） 

（
一
九
三
九
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
農
会
之
印
」） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
農
会
之
印
」） 
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出
関
係
通
知
は
、
何
段
階
に
分
け
て
、
何
日
に
ど
れ
だ
け
の
量
を
供
出
、
と
い
う
具

合
で
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
先
ほ
ど
の
「
急
ニ
供
出
」
は
、
そ
う
し
た
段

階
を
跳
び
越
え
た
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
二
十
七
日
付
け
「
西
農
第
二
四
〇
号 

生
兎

出
荷
日
割
決
定
ノ
件
」
を
見
る
と
、
毎
年
度
、
供
出
日
程
が
事
前
に
周
知
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

 

西
農
第
二
四
〇
号 

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部

農

会

長

殿 

生
兎
出
荷
日
割
決
定
ノ
件 

昭
和
十
六
年
度
集
荷
配
給
要
綱
ニ
依
リ
、
本
年
度
ノ
生
兎
ノ
出
荷
日
割
左
記
ノ

通
リ
決
定
シ
タ
ル
ニ
付
、
出
荷
希
望
ノ
向
ハ
当
日
相
違
ナ
ク
出
荷
相
成
様
、
飼

育
者
ニ
御
通
知
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

左

記 

一
、
出

荷

日

時 
 
 

十
二
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
迄 

一
、
出
荷
ノ
場
所 

 
 

西
浅
羽
村
農
会
事
務
所
（2

3

） 

 

「
昭
和
十
六
年
度
集
荷
配
給
要
綱
」
と
い
う
資
料
に
基
づ
き
、
出
荷
日
割
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
要
項
で
、
養
兎
家
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
度
の
出
荷
日
を

大
体
予
想
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
付
け
「
西

農
第
一
〇
号 

軍
用
兎
出
荷
日
割
通
知
ノ
件
」
に
は
、
要
項
云
々
は
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
同
趣
旨
と
見
て
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

西
農
第
一
〇
号 

昭
和
十
七
年
一
月
十
日 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部

農

会

長

殿 

軍
用
兎
出
荷
日
割
通
知
ノ
件 

一
月
ノ
軍
用
兎
出
荷
日
割
左
記
ノ
通
リ
決
定
シ
タ
ル
旨
、
郡
農
会
ヨ
リ
通
知
有

レ

之
候
条
、
当
日
ハ
晴
雨
ニ
不
レ

拘
出
荷
相
成
様
、
貴
部
内
当
業
者
ニ
御
通
知
被

レ

下
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

記 

一
、
日

時 
 
 
 

一
月
二
十
日
午
前
十
時 

二
、
出
荷
場
所 

 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
事
務
所
（2

4

） 

  

こ
の
史
料
で
は
、
天
候
の
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
出
荷
を
行
う
、
と
あ
り
ま
す
。
ま

あ
、
兎
の
出
荷
な
の
で
、
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
ね
。 

こ
れ
ま
で
の
史
料
で
は
、
出
荷
は
も
っ
ぱ
ら
農
会
事
務
所
や
役
場
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
四
日
付
け
「
西
農
第
四
一
号 

軍
用
兎
出

荷
日
割
通
知
ノ
件
」
で
は
、「
養
鶏
組
合
事
務
所
」
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

西

農

第

四

一

号 

昭
和
十
七
年
二
月
四
日 

 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部

農

会

長

殿 

軍
用
兎
出
荷
日
割
通
知
ノ
件 

標
記
軍
用
兎
出
荷
日
割
左
記
ノ
通
リ
通
知
有
レ

之
候
条
、
貴
管
下
飼
養
者
ニ
御
通

知
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

記 

一
、
日

時 
 
 

二
月
十
四
日
午
前
九
時 

一
、
場

所 
 
 

養

鶏

組

合

事

務

所
（2

5

） 

 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
、
養
鶏
組
合
事
務
所
で
集
荷
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
農
第
七
四
号 

軍
用
兎
集
荷
日
割
通
知
ノ
件
」
で
も
、
集
荷
場
所
は
養
鶏
組
合
事
務
所
で
す
。 

（
一
九
四
一
） 

（
一
九
四
二
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 

（
一
九
四
二
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 
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西
農
第
七
四
号 

昭
和
十
七
年
三
月
十
二
日 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部
農

会
長
殿 

軍
用
兎
集
荷
日
割
通
知
ノ
件 

昭
和
十
七
年
三
月
軍
用
兎
集
荷
日
割
左
記
ノ
通
リ
決
定
仕
リ
候
条
、
貴
管
内
当

業
者
ニ
漏
レ
ナ
ク
御
通
知
ノ
上
、
可
レ

然
御
配
意
被
レ

下
度
候
。 

記 

一
、
集
荷
日
時 

三
月
二
十
日
午
後
一
時
ヨ
リ
三
時
マ
デ 

一
、
集
荷
場
所 

西
浅
羽
村
養
鶏
事
務
所
（2

6

） 

 

た
だ
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
六
日
付
け
「
西
農
第
九
四
号 

軍
用
兎
集

荷
日
割
ニ
関
ス
ル
件
通
知
」
を
見
る
と
、
昭
和
十
七
年
度
は
、
四
月
六
日
で
兎
供
出

を
打
ち
切
り
と
す
る
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

西
農
第
九
四
号 

昭
和
十
七
年
四
月
六
日 

 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

部

農

会

長

殿 

軍
用
兎
集
荷
日
割
ニ
関
ス
ル
件
通
知 

四
月
分
軍
用
兎
集
荷
日
割
ハ
別
記
ノ
様
決
定
仕
リ
候
条
、
貴
部
農
会
内
漏
レ
ナ

ク
御
通
知
ノ
上
出
荷
上
遺
憾
無
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
願
上
候
。 

追
而
集
荷
ハ
今
回
ヲ
以
テ
本
年
度
付
打
切
ら
ル
ヽ
趣
キ
ニ
有
レ

之
候
ハ
ヾ
、
増

殖
用
ニ
必
要
ナ
ル
種
兎
並
ニ
仔
兎
ニ
就
イ
テ
ハ
特
別
ノ
御
考
慮
ヲ
払
ハ
レ
、

軍
用
兎
ノ
増
殖
上
遺
憾
ナ
キ
様
御
高
配
御
煩
し
度
願
上
候
。 

 

記 

一
、
日
時 

四
月
九
日
午
後
一
時
ヨ
リ
午
後
三
時
迄 

（
時
間
励
行
ノ
コ
ト
） 

一
、
場
所 

西
浅
羽
村
養
鶏
事
務
所
（2

7

） 

  

実
際
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
兎
供
出
の
記
事
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
の
出

来
事
を
調
べ
て
み
て
も
、
事
情
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
昭
和
十
八
年
（
一
九

四
三
）
五
月
二
十
日
付
け
「
西
農
第
一
四
四
号 

軍
用
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件
」
な
ど

を
見
る
と
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
兎
供
出
が
再
開
し
て
い
ま
す
。 

 

西
農
第
一
四
四
号 

 
 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
日 

 
 

（
印
「
完
結
」） 

各
部
農
会
長
殿 

軍
用
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件 

五
月
分
軍
用
兎
、
左
記
ノ
通
リ
集
荷
致
ス
ベ
ク
ニ
付
、
多
数
出
荷
ス
ル
様
御
配

意
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

記 

一
、
集
荷
日
付 

五
月
二
十
二
日
午
后
一
時
ヨ
リ
午
後
三
時
迄 

（
一
九
四
二
） 

（
一
九
四
二
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 

（
一
九
四
二
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 

（
一
九
四
三
） 

【写真１】 

「西農号外 軍用兎供出日割通知ノ件」 

（本書 247 号） 



 

744 

一
、
集
荷
場
所 

組
合
倉
庫
前
（2

8

） 

 
「
多
数
出
荷
ス
ル
様
御
配
意
相
成
度
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も
添
え
て
い
ま
す
。
昭

和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
五
日
付
け
「
西
農
号
外 

軍
用
兎
供
出
日
割
通
知
ノ

件
」
を
見
る
と
、「
多
数
出
荷
し
て
ね
」
と
い
う
文
言
は
ほ
ぼ
定
例
化
し
て
い
た
よ
う

で
す
【
写
真
１
】
。 

 

『
長
溝
』 

 

西
農
号
外 

 
 
 

西
浅
羽
村
農
業
会 

昭
和
拾
九
年
六
月
五
日 

各
支
部
長
殿 

軍
用
兎
供
出
日
割
通
知
ノ
件 

本
月
分
軍
用
兎
出
荷
日
割
左
ノ
通
リ
決
定
候
条
、
多
数
出
荷
相
成
様
御
配
慮
給

リ
度
御
通
知
旁
〻
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

記 

一
、
出
荷
日
時 

 

六
月
九
日
午
前
九
時
ヨ
リ
仝
十
一
時
迄 

一
、
仝 

場
所 

 

本
会
倉
庫
前
（2

9

） 

 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
二
十
三
日
付
け
「
西
農
第
二
三
六
号 

家
兎
飼

育
調
査
依
頼
ノ
件
」
に
は
、
長
溝
で
当
時
飼
育
さ
れ
て
い
た
兎
に
関
す
る
調
査
結
果

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

西
農
第
二
三
六
号 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

昭
和
十
八
年
八
月
二
十
三
日 

各
部
農
会
長
殿 

家
兎
飼
育
調
査
依
頼
ノ
件 

必
要
有
レ

之
趣
キ
ヲ
以
テ
其
筋
ヨ
リ
ノ
依
頼
モ
有
レ

之
、
八
月
三
十
一
日
現
在
ヲ

左
記
ニ
依
リ
御
調
査
報
告
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

記 

一
、
報
告
期
日 

 
 

九
月
三
日
（3

0

） 

  

こ
の
依
頼
文
に
続
い
て
表
（
下
）
が
あ
り
、
当
時
の
長
溝
に
お
け
る
兎
飼
育
数
が

分
か
り
ま
す
。 

 

表
中
の
「
短
毛
種
」
は
食
肉
用
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
分
毛
皮
用
だ
と
思
い
ま

す
。「
短
毛
種
」
中
の
「
白
色
」
は
、

「
日
本
白
色
種
」
は
、
屠
殺
、
剥
皮

し
て
毛
皮
を
得
る
た
め
に
広
く
普
及

し
た
品
種
で
す
。「
ア
ン
ゴ
ラ
」
は
ア

ン
ゴ
ラ
兎
で
、
ア
ン
ゴ
ラ
兎
の
場
合

は
、
屠
殺
せ
ず
に
毛
刈
り
を
し
て
、

集
め
た
毛
を
出
荷
し
ま
し
た
（3

1

）
。 

 

先
に
見
た
史
料
で
「
生
兎
」
と
し

て
出
荷
さ
れ
て
い
た
の
は
、
表
中
で

は
「
短
毛
種
」
中
の
「
白
色
」
と
書

か
れ
た
品
種
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 こ

の
ほ
か
、
本
書
三
〇
〇
号
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
十

一
日
付
け
「
西
農
第
一
四
六
号 

家

兎
飼
育
者
及
飼
育
頭
数
調
査
ノ
件
」

（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付

綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
八
の

内
）
に
も
兎
調
査
が
あ
り
ま
す
が
、

（
一
九
四
三
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 

（
一
九
四
四
） 

（
罫
外
鉛
筆
書
） 

８月 31日現在 家兎飼育頭数調査表 

短 毛 種      毛 用 種 

白 色 其 他     アンゴラ 

成 兎  ２ ３ １ ３  ３６   ６   ４ ２ 

仔 兎    ５  ―    ５   ―     ５ 

計    ２ ８ １ ３  ４１   ６   ４ ７ 

『備考 仔兎ハ生後三ヶ月未満ノモノヲ云フ』（この行罫外） 

計 合 計 

昭和 18 年（1943）8 月 23 日付け「西農第二三六号 家兎飼育調査

依頼ノ件」本書 223 号 「８月 31 日現在 家兎飼育頭数調査表」 
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こ
ち
ら
は
回
答
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
飼
育
頭
数
な
ど
は
分
か
り
ま
せ
ん
【
写

真
２
】
。 

             

（1

） 

正
田
陽
一
「
自
然
の
文
化
誌 

家
畜
編
23 

ウ
サ
ギ
の
転
職―

―

日
本
の
養

兎
業
の
歩
み
」（
『
自
然
＝N

a
tu

re

』
37
（
11
）
、
一
九
八
二
年
）、
宇
仁
義
和

「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の
間
で
」（『
オ
ホ

ー
ツ
ク
産
業
経
営
論
集
』
30
（
１
）
、
二
〇
二
一
年
）
。
英
語
で
は
、
ア
ナ
ウ
サ
ギ

はra
b
b
it

、
ノ
ウ
サ
ギ
、
ユ
キ
ウ
サ
ギ
はh

a
re

と
い
う
。
そ
の
あ
た
り
は
宇
仁

論
文
を
参
照
。 

（2

） 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」
（
『
風
俗
史
学
』
一
九
、
二
〇
〇
二

年
）
七
〇
頁
。 

（3

） 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」
（
前
掲
注
２
参
照
）
七
一
頁
。
捨
て

ら
れ
た
兎
は
「
し
め
こ
鍋
」
と
い
う
安
い
屋
台
料
理
に
さ
れ
た
り
、
襟
巻
き
な
ど

に
な
っ
た
と
い
う
。
森
論
文
七
五
頁
を
参
照
。 

（4

） 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」
（
前
掲
注
２
参
照
）
七
二
頁
。 

（5

） 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」
（
前
掲
注
２
参
照
）
七
五―

七
六

頁
。 

               

（6

） 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」（
前
掲
注
２
参
照
）
七
八
頁
。 

（7

） 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」（
前
掲
注
２
参
照
）
七
九
頁
。 

（8

） 

宇
仁
義
和
「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の
間

で
」（
前
掲
注
１
参
照
）
四
六
頁
。 

（9

） 

宇
仁
義
和
「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の
間

で
」（
前
掲
注
１
参
照
）
四
六―

四
七
頁
。 

（1
0

） 

山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」（『
地
理
』
二
（
二
）、
一
九
三
九
年
）
二
五
七

頁
。 

（1
1

） 
山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」（
前
掲
注
８
参
照
）
二
五
七
頁
。 

（1
2

） 
山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」（
前
掲
注
８
参
照
）
二
五
八
頁
。 

（1
3

） 

山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」（
前
掲
注
８
参
照
）
二
五
八
頁
。 

（1
4

） 

山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」（
前
掲
注
８
参
照
）
二
五
九
頁
。 

（1
5

） 

宇
仁
義
和
「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の

間
で
」（
前
掲
注
１
参
照
）
四
六
頁
。 
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（1
6

） 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
一
月
二
十
九
日
付
け
「
農
第
号
外 

兎
供
出

ニ
関
ス
ル
件
」（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
）。
本
書
三
一
号
。 

（1
7

） 
宇
仁
義
和
「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の

間
で
」
（
前
掲
注
１
参
照
）
四
七
頁
。 

（1
8

） 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
七
日
付
け
「
供
出
兎
集
荷
ニ
関
ス
ル

件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
）
。
本
書
三
三
号
。 

（1
9

） 

馬
場
基
「
荷
札
と
荷
物
の
か
た
る
も
の
」
（
『
日
本
古
代
木
簡
論
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
。 

（2
0

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
二
十
五
日
付
け
「
軍
兎
供
出
ニ
関
ス
ル

件
」
（
『
昭
和
拾
参
年
度 
参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
）。
本
書

六
二
号
。 

（2
1

） 

有
馬
学
『
日
本
の
歴
史
23 
帝
国
の
昭
和
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇

年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）。
伊
香
俊
哉
『
戦
争
の
日
本
史
22 

満
州
事
変
か
ら
日

中
全
面
戦
争
へ
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

（2
2

） 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
二
十
一
日
付
け
「
農
第
一
一
号 

軍
用
兎

供
出
ノ
件
」
（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の

内
）。
本
書
七
〇
号
。 

（2
3

） 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
二
十
七
日
付
け
「
西
農
第
二
四
〇
号 

生
兎
出
荷
日
割
決
定
ノ
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。

本
書
一
六
三
号
。 

（2
4

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
十
日
付
け
「
西
農
第
一
〇
号 
軍
用
兎
出

荷
日
割
通
知
ノ
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。
本
書
一

六
七
号
。 

（2
5

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
四
日
付
け
「
西
農
第
四
一
号 

軍
用
兎
出

荷
日
割
通
知
ノ
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。
本
書
一

七
三
号
。 

（2
6

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
農
第
七
四
号 

軍
用
兎

集
荷
日
割
通
知
ノ
件
」
（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。
本
書

一
七
五
号
。 

（2
7

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
六
日
付
け
「
西
農
第
九
四
号 

軍
用
兎
集

荷
日
割
ニ
関
ス
ル
件
通
知
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。

本
書
一
七
八
号
。 

（2
8

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
二
十
日
付
け
「
西
農
第
一
四
四
号 

軍
用

兎
集
荷
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五

―

一
の
内
）。
本
書
二
一
三
号
。 

（2
9

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
五
日
付
け
「
西
農
号
外 

軍
用
兎
供
出
日

割
通
知
ノ
件
」（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六

の
内
）
。
本
書
二
四
七
号
。 

（3
0

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
二
十
三
日
付
け
「
西
農
第
二
三
六
号 

家

兎
飼
育
調
査
依
頼
ノ
件
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一

五―

一
の
内
）。
本
書
二
二
三
号
。 

（3
1

） 

宇
仁
義
和
「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の

間
で
」（
前
掲
注
１
参
照
）
四
六
頁
。 

                        


